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■モデル変換に基づくエンドユーザ主導の Webアプリケーション開発システム(八木紀幸 

作) 

■文献： 
八木紀幸, 中所武司： モデル変換に基づくエンドユーザ主導のWebアプリケーション

開発技法, 情報処理学会 ソフトウェア工学研究会資料、2009-SE-163, pp.81-87 (Mar. 

2009) 

■概要： 

近年の PCの高機能化および低価格化、およびインターネットの普及により、インター

ネットやイントラネットに接続される PCは広く普及している。それに伴い、ネットワ

ークを通して Web アプリケーションを活用し、日常の業務処理を行う人々（エンドユ

ーザ)も増えてきている。そうした中、小規模なアプリケーションを情報技術の専門家

に作ってもらうのは、コスト的に見合わないケースが多い。小規模な業務であれば、

エンドユーザ自らが自分の業務に合ったアプリケーションを設計し作成することが望

ましい。本研究では、小規模 Webアプリケーションを対象に，エンドユーザ自身が Web

アプリケーションの仕様を記述することで Web アプリケーションのコードを自動生成

するモデリングツールを開発した。また、そのツールの適用実験により、エンドユー

ザによる Webアプリケーション開発が可能であることを確認した。 
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図 1 モデル駆動開発による開発手順例 
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図 2 モデル駆動開発による新しい技術への移植 
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図 3 モデル変換に基づく開発の流れ 

 

図 4 イベント管理システムの画面遷移 

 

図 5 ユーザーのシステム利用のシナリオ 
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図 6 抽出したオブジェクトの静的な関係 
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図 8 エンドユーザ向けのロジックの記述方式 

図 7 抽出されたメタモデルのクラス図 
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図 9 モデリングツールの概要図 

 

図 10モデリングツールの実行画面 

Struts2モデルWebアプリケーションモデル

ページ

リンク

フォーム

テキスト入力

送信ボタン

DBテーブル

JSP

<a href=“…

<s:form …

<s:textfield …

<s:submit …

Java Class (Action)

DBテーブルモデル

ロジック

Java Class (Model)

Struts.xml

 

図 11モデル変換におけるマッピング関係の一部 
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図 12 モデル変換ツールの概要図 
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図 13 コード生成ツールの概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 作成された図書管理システムの Webアプリケーションモデル 


